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Ｆ
１
で
あ
る
種
子
イ
チ
ゴ
の
登
場
は
、

種
苗
業
界
に
と
っ
て
も
意
味
が
大
き
い
。

現
在
、
国
内
の
公
的
機
関
が
育
成
し
た
品

種
は
、
育
成
者
権
者
に
は
無
断
で
世
界
各

地
に
流
通
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
農
水
省

の
調
べ
で
も
、「
レ
ッ
ド
パ
ー
ル
」
や
「
章

姫
（
あ
き
ひ
め
）」
な
ど
が
海
外
の
一
部

生
産
者
に
栽
培
を
許
諾
さ
れ
た
後
、
無
断

で
増
殖
さ
れ
て
い
る
。

国
内
外
で
イ
チ
ゴ
を
生
産
す
る
農
業
者

の
一
人
は
「
中
国
の
あ
る
場
所
で
、
日
本

の
品
種
が
ほ
ぼ
全
て
そ
ろ
っ
て
い
る
の
を

見
た
こ
と
が
あ
る
。
福
岡
県
が
門
外
不
出

と
し
て
い
て
、
日
本
人
で
さ
え
も
手
に
入

ら
な
い
『
福
岡
Ｓ
６
号
（
あ
ま
お
う
）』

も
ね
」
と
証
言
す
る
。

従
来
の
栄
養
繁
殖
型
の
品
種
は
、
ラ
ン

ナ
ー
（
つ
る
）
で
苗
を
増
殖
で
き
る
。
一

方
の
種
子
繁
殖
型
の
Ｆ
１
品
種
な
ら
、
果

実
か
ら
種
子
を
採
取
し
て
栽
培
す
る
う
ち

に
、
品
種
特
性
が
段
々
と
出
に
く
く
な
っ

て
く
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
特
性
を
生
か
し

苗
は
買
う
時
代
へ

「
イ
チ
ゴ
の
苗
は
買
う
時
代
」

「
新
し
い
種
苗
産
業
」「
大
規
模

生
産
・
新
規
参
入
の
促
進
」

こ
れ
ら
は
、
研
究
グ
ル
ー
プ

※
注

が
１
月
末
に
三
重
県
津
市
で

開
催
し
た
成
果
発
表
会
で
配
っ

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
か
れ
た

文
句
だ
。

現
在
、
イ
チ
ゴ
の
苗
は
生
産
者
が
自
ら

作
る
の
が
一
般
的
。
た
だ
、
農
水
省
の
統

計
に
よ
れ
ば
、
育
苗
に
か
か
る
手
間
は
全

労
働
時
間
の
１
割
強
に
当
た
る
。

種
子
イ
チ
ゴ
が
普
及
で
き
れ
ば
、
11
月

出
荷
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
時
期
の
東
京

市
場
で
の
平
均
単
価
は
㎏
当
た
り
１
７
４

７
円
（
２
０
１
２
年
実
績
）
以
上
。
年
間

平
均
よ
り
５
０
０
円
以
上
高
い
。
た
だ
、

栄
養
繁
殖
型
の
品
種
で
は
通
常
、
促
成
栽

培
で
も
こ
の
時
期
の
出
荷
に
は
間
に
合
わ

な
い
。
生
産
者
が
種
子
イ
チ
ゴ
を
使
っ
て

11
月
出
荷
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
苗
の
購
入
代
を
十
分
に
賄
え
る
。
そ

う
な
れ
ば
メ
ー
カ
ー
が
苗
生
産
を
請
け
負

い
、
農
家
に
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
が
確
立

で
き
る
。
ま
さ
に
「
苗
を
買
う
時
代
」
の

到
来
だ
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
す
で
に
、
果

実
か
ら
効
率
的
に
種
子
を
採
集
す
る
方
法

を
確
立
し
て
い
る
。

種
子
イ
チ
ゴ
は
知
財
活
用
向
け

業界を変える
種子繁殖型イチゴ（後編）

産学官連携の研究グループが育成した種子繁殖型では国内初の四季成りイチゴは、その産業にイノ
ベーションをもたらす可能性を秘めている。農業だけでなく種苗業界など関連業界も大きく変わる
というのだ。どんな未来を描いているのか。 （取材・まとめ／窪田新之助）

三重県農業研究所で栽培されている種子イチゴの「系統 23」。 写真提供：三重県

研究グループの成果発表会で配布された
種子イチゴに関するパンフレット
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た
販
売
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
生
産
者
は

種
子
を
購
入
す
る
し
か
な
い
。
こ
れ
は
知

的
財
産
の
保
護
と
活
用
と
い
う
点
で
非
常

に
重
要
な
戦
略
で
あ
る
。

例
え
ば
「
系
統
23
」
を
母
本
に
病
害
虫

に
強
い
、
あ
る
い
は
機
能
性
に
優
れ
る
性

質
を
持
っ
た
Ｆ
１
品
種
を
開
発
す
る
。
そ

の
品
種
を
国
内
外
で
普
及
す
れ
ば
、
利
用

許
諾
料
を
確
実
に
得
ら
れ
る
わ
け
だ
。
実

現
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
「
新
し
い
種
苗
産

業
」
の
到
来
で
あ
る
。

無
農
薬
栽
培
の
可
能
性

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
種
子
イ
チ
ゴ
を

活
用
す
る
体
制
づ
く
り
が
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
。
研
究
グ
ル
ー
プ
は
今
後
、

参
画
す
る
種
苗
会
社
や
生
産
者
ら
を
募

集
。「
系
統
23
」
や
こ
れ
を
母
本
に
今
後

開
発
す
る
品
種
を
活
か
せ
る
市
場
を
見
極

め
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
応
す
る
栽
培
技
術

を
開
発
す
る
。

具
体
案
と
し
て
、
日
清
紡
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
㈱
新
規
事
業
開
発
本
部
の
真
鍋
忠

利
氏
は
植
物
工
場
で
の
可
能
性
を
話
し
た
。

同
社
は
２
０
１
０
年
か
ら
、
徳
島
県
に

あ
る
植
物
工
場
で
栄
養
繁
殖
型
の
イ
チ
ゴ

を
栽
培
し
て
い
る
。
周
年
出
荷
で
き
る
自

社
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、「
あ
ぽ
ろ
ベ
リ
ー
」

と
い
う
商
品
名
で
販
売
す
る
。

農
業
へ
の
新
規
参
入
を
決
め
た
際
、
イ

チ
ゴ
を
選
ん
だ
の
は
国
産
の
夏
秋
向
け
品

種
が
な
か
っ
た
か
ら
。
市
場
か
ら
の
要
望

は
あ
る
も
の
の
、
イ
チ
ゴ
の
あ
ら
ゆ
る
関

係
者
か
ら
「
国
産
で
６
～
11
月
に
出
荷
す

る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
、
止
め
と
き
な
」

と
告
げ
ら
れ
た
。
た
だ
、
５
０
０
０
ｔ
の

市
場
規
模
が
あ
る
と
見
込
ん
だ
。
真
鍋
氏

は
「
専
門
家
が
無
理
と
い
う
か
ら
、
む
し

ろ『
よ
し
や
ろ
う
』と
思
っ
た
」と
語
っ
た
。

植
物
工
場
で
周
年
出
荷
を
実
現
さ
せ
、

い
ま
や
「
洋
菓
子
用
に
最
適
」「
も
っ
と
作

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
挙
が
る
。
そ

こ
で
同
社
は
今
年
、
静
岡
県
に
植
物
工
場

を
増
設
す
る
。
15
年
か
ら
は
全
国
で
周
年

出
荷
で
き
る
体
制
を
順
次
整
え
る
方
針
だ
。

こ
う
し
た
計
画
を
持
つ
同
社
の
真
鍋
氏

が
種
子
イ
チ
ゴ
に
期
待
し
た
の
は
、「
完

全
無
農
薬
栽
培
の
実
現
」。
植
物
工
場
と

い
え
ど
も
、
栄
養
繁
殖
型
で
は
育
苗
時
に

農
薬
を
使
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
が
種

子
イ
チ
ゴ
に
な
れ
ば
、
完
全
無
農
薬
の
可

能
性
が
開
け
る
。
実
現
す
れ
ば
「
あ
ぽ
ろ

ベ
リ
ー
」
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
は
市
場
か
ら
の
要
望
で

も
あ
る
。

植
物
工
場
な
ど
で
大
規
模
に
生
産
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
種
子
イ
チ
ゴ
の
導
入
で
播

種
か
ら
栽
培
ま
で
を
一
元
的
に
管
理
で
き

る
。
ま
た
、
工
程
の
簡
略
化
で
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
大
規
模
生
産
・

新
規
参
入
の
促
進
」
に
つ
な
が
る
の
だ
。

同
社
の
話
は
一
事
例
に
す
ぎ
な
い
。
産

業
と
し
て
の
可
能
性
を
模
索
す
る
た
め
、

研
究
グ
ル
ー
プ
は
今
年
度
か
ら
研
究
に
着

手
す
る
。

※
注今

回
の
研
究
に
参
画
す
る
の
は
三
重
県

と
香
川
県
、
千
葉
県
、
独
立
行
政
法
人
農

業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
、
公

益
財
団
法
人
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
、
国

立
大
学
法
人
三
重
大
学
、
㈱
ミ
ヨ
シ
。
農

水
省
の
「
新
た
な
農
林
水
産
政
策
を
推
進

す
る
実
用
技
術
開
発
事
業
」を
活
用
。「
２

１
０
１
０
イ
チ
ゴ
種
子
繁
殖
型
品
種
開
発

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
と
し
て
２
０
０
９
年

度
か
ら
研
究
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。

研究コンソーシアムと研究に連携した試験生産実施体制

研究コンソーシアム
育成４機関 共同研究機構

何らかの契約行為

育成者権の侵害防止
　  ● 種苗の厳重管理は絶対の条件
　  ● 苗・株の一般販売は当面できない

品種価値の低下防止
　  ● 指導助言が可能な体制
　  ● 技術的発展途上者の生産果実は
　　販売を制限することも

花成生理の研究
栽培技術確立
種苗生産技術
植物工場連携研究

三重県

千葉県

香川県

農研機構

種苗会社
▶セル苗の生産技術の改良と利用者への提供
▶生産者への指導・助言

出典：「共同育種による種子繁殖型イチゴ品種の開発と種苗供給体系の改革」成果発表シンポジウム会議資料

許諾にからみ限定的

生産者
▶育成機関などと連絡を密にした試験生産の実施
▶栽培技術確立・品種プロモーションへの協力
▶自ら販路開拓できる実力

将来に向けたパートナー

チャレンジャー

▶リスクを把握した自己責任に
　よる独自研究の実施
▶品質低下防止のため
　生産果実は販売を制限
▶可能な範囲の情報共有

植物工場等の先端技術と
組合せ一層の発展を担う

■ 2013 年度の研究課題とその実施体制の案


